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 There are many understandings of public opinion. The first meaning of public opinion 

is the results of public opinion polls. The second one is the opinions expressed by the 

mass media. The third, the opinions of the elite. And the fourth, the opinions that one 

can express in public situations without risking isolation as Noelle Neumann claims in 

the spiral of silence theory. 

 If we support the first or second meaning, the public opinion is really the information , 

because everyone can get such infomation from the published documents. However, in 

the case of the third or fourth meaning, the public opinion is not what is to be informed. 

 This paper covers the growing and development of public opinion and the character of 

public opinion as the information in the modern society. I will conclude by saying that 

public opinion is the social information.

はじめに

厂情報」 という表現 は
,世 の中の出来事を

知らせるニュースから専門的な情報に至るま

で,今 巨では非常に広 く用いられている。一

方,「情報」の概念 についての研究は,情 報

という言葉が広範囲に使われている割には,

まだ十分に行われているとは言えない。本学

の情報学研究グループでは,す でにいくつか

の面における研究の成果を発表 してきたが,

ここでは,今 日の社会において重要な役割を

果た している 「世論」に焦点を当てて,情 報

というものの一面を考えてみることにしたい。

情報についての考え方 として,「情報を事

がらの知 らせと解することは今 日,最 も常識

的かつ一般的と思われている。」(注1)確かに,

今 日の情報の大部分はこの考え方によって説

明することができると思われるが,こ のよう

な考え方では説明できないものの中にも,情

報 と呼ぶことができるものがい くつかあると

思われる。「世論」はその一つである。世論

は事がらを知らせるという性質のものではな

いが,さ まざまな情報が今 日の政治的 ・社会

的問題を生み,更 にその問題を解決する上で

大 きな影響力を持 っているように,世 論 もま

た,今 日の政治的 ・社会的問題を生み,そ し

てそれを解決する上で,大 きな影響力を持ろ

ている。このように考えた時,世 論は立派な

情報であると言わなければならないであろう。
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1.現 代社会における世論の役割

1-1世 論の概念

「世論」 という言葉は,い ろいろな意味があ

り,い ろいろな使われ方をしている。例えば,

これまでに,次 のようなものが世論と考えら

れてきた。第一は、世論調査の結果が世論で

あるという考え方である。第二は,マ スメデ

ィアによって,世 論として発表されたものが

世論であるという考え方である。第三は,政

治学者や有識者などのエリー トの意見が世論

であ り,こ れは大衆の意見とは異なるもので

あるという考え方である。そして第四は,ノ

エル ・ノイマ ンが,「 沈黙の螺旋理論」(注2)

として発表 しているように,そ れを表明して

も孤立する危険のない意見が世論であるとい

う考え方である。(注3)

始めの二つの場合のように,世 論調査の結

果やマスメディアによって発表されたことで

あれば,事 が らを知らせるという範疇に入る

ものであり,極 めて常識的に,世 論は情報で

あると言うことがで きる。 しか し,世 論をこ

の二つの場合だけに限定 して しまうことは,

今 日の社会における世論を正確 に捉えること

にはならない。

ところで,あ と二つの場合は,事 がらを知

らせるという性質のものではないので一般的

に情報であるとはす ぐには言えない。また,

この二つの考え方には若干の異論があるので,

今 日の社会における世論の役割 と世論の伝わ

り方などについて,少 し検討 してみることに

したい。

1-2政 治過程における世論の役割

平成元年7月 の参議院議員選挙において世

論の果たした役割は,こ れまでに見 られなか

ったような大きなものであった。特に,消 費

税に対す る大多数の国民の反対意見や,政

府 ・自民党の首脳 とリクルー トとの金銭的な

結び着きに対する国民的な批判などに,そ れ

がよく表れてお り,選 挙の結果に極めて明瞭

に反映 した。従来あまり関心のなかった人た

ちにもこのように大 きな関心を呼び起こす結

果を招いたのは,一 部の指導者の意見だけで

はなく,世 論の力であったと言うことができ

る。

表面的には,世 論が消費税に反対 している

とか,世 論が金権政治に反対 しているとか叫

ばれていたので,そ のことは大 きな情報であ

った。つまり,多 数意見 としてマスコミに登

場 していたので,選 挙に大 きな影響を与える

情報 となったのである。

しかし,そ の元になっていた世論は,果 た

して情報 と言えるのだろうか。消費税の徴収

が実際に行われるようになって以来,多 くの

人びとは,消 費税に対 して快 く受け入れられ

ない感情を持っていたと思われるが,一 人一

人がそのような感情を持っていても,そ れは

まだ世論にはなっていない。消費税は日常の

買い物の時に非常に繁雑である(こ のことは

本来の消費税 を論議する場合の重要な要因と

いうべ きものではないが,こ のことはここで

は論議しないことにする。)な どの問題から,

人びとの共通の不満 となって表れてきた。こ

の時点では,す でに世論 としての機能を持っ

たものになっていた。マスコミはす ぐに取 り

上げ,日 を追 うごとにその報道に熱が入って

行ったので,こ の選挙においては,世 論は極

めて重要な情報であった。 しか し,こ の場合

は,マ スコミが取 り上げる前に,す でに情報

として存在していたと考えることがで きる。

1-3地 域社会における世論の役割

国政 レベルの選挙のように多 くの注 目を集

めるものではなくても,ご く身近の地域社会1

においても世論が果たしている役割は少なく

ない。例えば,自 分たちの住んでいる町から

暴力を追放 しようとして,住 民が力を合わせ

て行動 したというニュースに接することがあ

るが,こ のような行動を実現させたのは,そ

の地域における暴力を追放 しようとする世論

の力であったということができる。
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この場合 も,人 びとが暴力がなくなればよ

いという気持を持っているだけでは世論では

ない。公共の問題 として,自 分たちの町から

暴力を追放 しようという共通の考え方が生ま

れた時に,暴 力追放という世論になったとい

うとこができる。このような状況になれば,

マスコミも取 り上げると思われるが,こ の場

合 も,マ スコミが取 り上げて伝えたから情報

となったのではなく,マ スコミが取 り上げる

前にすでに情報として存在 していたと考える

ことができる。

要するに,世 論は,あ る問題についての多

くの人たちの考え方や意見をマスコミが伝え

たことによって情報となったのではなく,マ

スコミによって伝えられる元になるもの とし

て,世 論 と呼ぶことのできるものがすでに存

在 しているから,こ れを情報と呼ぶことがで

きるのである。

2.世 論の発生とその伝わり方

2-1世 論の芽の発生

社会的な論争となる問題について,個 人が

それについての意見を持った時,世 論の芽が

発生する。 しか し,個 人の意見の段階では世

論とは言えないし,個 人の意見の段階にとど

まっている限り,そ れは世論ではない。

世論についてのW.リ ップマンの定義は,

「人びとの脳裏にあるもろもろのイメージ,

頭の中に思い描 く自分自身,他 人,自 分自身

の要求,目 的,関 係のイメージ」であるとさ

れる。(注4)し か し,こ のような個人の中に

ある意識で,外 か らは知ることのできないも

のは,世 論ではなく,世 論の芽と考えた方が

よいと思われる。世論の芽はまだ情報 として

の要素を備えていないからである。

世論の芽 というものを考える時,あ る問題

について意見を持つのは,十 分な知識 と経験

に基づいて,何 らかの意見を持つ場合だけで

はないことに注意 しなければならない。その

問題について必ず しも本質的でない情報に影

響されて,何 らかの意見を持つ場合 も少なく

ない。世論調査 らしいもの(眞 の世論調査は

眞の世論の芽を把握するためのものであるか

ら,こ こではこのような表現を用いる)に よ

って,そ のような意見が集められ,世 論調査

の結果だといって発表 されると,一 般にはそ

れが世論であるとして扱われてしまう。この

点については,リ ップマンも 「公共の事柄に

対する意見は,社 会の正常な成員によるもの

だけではないし,ま た選挙,宣 伝,支 持者集

団のためには数が力 となるものである。」(注

5)と 警告を発 している。

先の参議院選挙における消費税に関する世

論が,余 分にお金を支払 うのがいやだか ら反

対という考え方の人を,消 費税反対の意見の

中に加えたことは,ま さに世論調査 らしい顔

をした誤った捉え方であったといわなければ

ならない。

2-2世 論の発生過程

社会的な論争 となる問題について,あ るグ

ループ内でさまざまな意見が表れた時,直 接

に意見を述べ合って討論 したり,お 互いの意

見を類推 し合ったりする経緯を経て,そ のグ

ループには世論 が発生す る。その場合,グ

ループ内で統一された意見 としての世論にな

ることもあるが,グ ループの意見は必ず しも

統一されるとは限らない。さまざまな意見が

存在 している状態がそのグループでの世論で

ある場合 もある。

ある問題について,意 見の交換が行われて

いれば,た とえそれが記録されていなくても

それぞれの意見は情報 として行き来 している

ことになるので,情 報 としての条件 は十分に

充た していることになる。また,グ ループの

中で,一 定の意見が述べ られた時にその意見

に対 して賛成 ・反対の意見を述べなくても,

自分と同じ意見であるとか,自 分とは違 う意

見であるとかの認識を持ち,自 分の意見 を確

認 した時,世 論の芽は世論に成長 したと考え

ることができる。つま り,個 人の単なる好み
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ではなく,社 会の他の成員との関係で,公 共

的な性格を持った意見 となっているからであ

る。そこには世論調査に反映させることので

きる情報が存在 しているとみることもできる。

世論の ミクロ ・アナリシスと世論のマク

ロ ・アナリシス という考え方がある。(注6)

さまざまな問題に対する人びとの態度の構造

に関して分析する立場が世論の ミクロ ・アナ

リシスであ り,社 会における問題の争点に関

して成立 したグループの意見について分析す

る立場が世論のマクロ ・アナ リシスである。

このように考えると,た とえ世論という表現

は用いていても,ミ クロ ・アナリシスが対象

としているものは世論の芽であって,情 報と

は言いがたい。それに対 して,マ クロ ・アナ

リシスが対象としているものは世論そのもの

であ り,完 全な情報である。

2-3世 論の形成 ・伝達過程とマスコミ

の影響

世論の形成や伝達には,人 びとがそれぞれ

の意見を述べ合って討論する場合に見られる

ような直接のコミュニケーションによる方法

があるが,一 方では,他 人の意見や周囲の多

くの人の意見を類推し,そ れを感 じとって自

分の意見 とした り,自 分の意見に被せた りす

るような直接のコミュニケーションによらな

い方法がある。この中には,権 威のある意見

に従うという形で形成される場合 も含まれて

いる。

民主主義者たちは,世 論形成の問題を市民

的自由の問題の一つとして取 り扱ってきた。

「自由で公開の論議において真理が負かされ

た例 を誰 も見たことがない。」 ということを

信 じてきた。(注7)し かし,社 会が複雑にな

り,マ スコミが発達 した今日の社会において

も,自 由で公開の論戦において真理は常に勝

利を収めることができるのだろうか。マスコ

ミによって一方的な情報が流された場合には,

少数派は沈黙を守ることになるであろう。多

数派の声はますます大 きくなり,そ れが真理

であるかのごとき状況が生まれて くるであろ

う。このように,今 日の社会においては,マ

スコミの情報による影響がきわめて大きいと

いわなけばならない。

「マスメディアは,そ の 日その日のニュース

選択 ・提示活動を通 じて,い ま何が重要なト

ピックであるかというわれわれの知覚に影響

を与えている。この影響力ゆえに,マ スメデ

ィアは,公 衆の思考や議論の種 となる 『議

題』の設定に,大 きな役割を果た している」

(注8)と ,マ スコミの議題設定機能 として指

摘されているように,今 日の社会においては,

マスコミによって,問 題が提起されることが

極めて多い。さきに 「世論の芽」 とい う考え

方を示 したが,こ のような世論の芽はマスコ

ミによって蒔かれた 「議題の種」か ら芽生え

るものが多いということができる。

次に,世 論の芽が世論になる過程において

も,マ スコミの果たす役割が大 きい。人びと

の気持ちの中に,い ま何が重要な トピックで

あるかという意識が形成 されただけでは世論

ではないが,そ のような意識 を持った人びと

の輪が大きくなり,そ の トピックに対 して何

らかの影響を与えるような力 を持つ ようにな

った時,世 論が形成されたと考えるこ とがで

きる。そして、その過程 においてもマスコミ

による議題設定の機能が大きな影響 を与えて

いる。この場合,「 メディアの議題設定の影

響 を最 も受けにくい有権者は,高 学歴で,職

業的地位が高 く,事 前の政治知識も豊富で,

キャンペーンへの関心 も高い人々ある。知識

量が多 く,情 報源 も数多 く持っているがゆえ

に,様 々な争点の重要度について独自の判断

を下 しやすい」(注9)と いわれている。逆に

言えば,そ のようなマスコミの影響を受けや

すい人が,社 会には非常に多 く存在 している

ということになる。先の参議院議員選挙にお

けるマスコミの影響について考えてみると,

消費税についての本質的な議論がなされない

まま,消 費税が実際に運営 された時の表層的
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な状況を報道 していたマスコミの影響を強 く

受けた点に,こ のことがよく反映 していたと

思われる。

3.情 報 としての世論

3-1世 論調査に表れた世論

世論調査に表れた世論はきわめて明白な世

論である。世論調査の結果は,マ スメディア

によって広 く報道されることが多い。新聞の

紙面やテレビ番組の中で報道される内容は明

らかに情報である。世論調査の中には,そ の

結果が公表されないものもある。一企業や団

体が必要とする情報を得るために行った世論

調査の結果は公表 しない場合があ り,量 的な

制約から,調 査結果のすべてを公表できない

場合 もある。しかし,た とえ公表はしなくて

も,世 論調査の結果 というデータが存在 して

いる以上,こ れは立派な情報である。

今 日の科学的な世論調査が行われるように

なってから,よ うやく半世紀が経過 したに過

ぎない。 日本で世論調査が行われるようにな

ったのは戦後のことであるから,そ の歴史は

まだ半世紀に満たないが,こ の間に,社 会に

おける世論調査の地位は高くなり,世 論調査

データを重んじる状況が形成されている。 し

かし,こ こで二つの問題があることに注意 し

なければならない。第一は,眞 の世論調査 と

は呼べないいいかげんなものが横行 している

ことである。この場合 も,形 式的には世論調

査 らしい形式を整えているので,惑 わされる

ことが多い。第二は,本 当の世論調査であっ

ても,そ の結果 を誤った形で利用することで

ある。この場合は,世 論調査という権威づ き

の情報として,し ばしば悪用される危険があ

る。(注10)

要するに,世 論調査の結果は今 日の社会に

おける極めて重要な情報であ り,し か も,権

威 を持った情報であることを自覚 し,世 論調

査 を実施する人はもちろんのこと,そ の結果

を何 らかの形で利用 しようとする人 も,そ の

情報 としての価値を重んじて,世 論調査を正

しく活用することに心がけることが必要であ

る。

3-2世 論調査では捉えることのできな

い世論

社会的な論争となる問題についてはっきり

とした意見を持ち,そ れを発表することがで

きる人がいる。かな りはっきりとした意見を

持っているのだが,口 に出してはなかなか言

えない人もいる。一方,必 ずしもはっきりし

た意見は持っていないが,そ の問題に対 して

何らかの気持ちを抱いている人,つ まり潜在

的な意見を持っている人 もいる。これらの も

のはすべて世論の芽である。

ある問題について世論調査を実施する場合,

はっきりした意見を持っていれば,そ れを発

表できる人 も,口 に出してはなかなか言えな

い人 も,世 論調査 には十分反応することがで

きると思われる。しか し,そ の問題に対 して,

何らかの気持ちは抱いているが,は っきりと

した形の意見にはなっていない人の場合が問

題である。世論調査 というきっかけによって,

そこに存在 していた世論の芽は世論として表

れて くるが,こ の場合は,社 会的な必要性に

基づいて世論が形成されたのではな く,世 論

調査 という人為的な手段によって,世 論の芽

が摘み採 られたようなものである。はづきり

とした意見を持っていない人が多いような問

題についての世論調査は,十 分に育っていな

い世論の芽を摘んで しまったようなものであ

る。眞の世論調査であれば,そ のような場合

には,は っきりとした意見は持 っていないと

いう結果となって表れると思われ,そ れはそ

れとして,貴 重な情報である。この意味から

も,世 論調査に表れた世論は,た とえそれが

社会的な必要性に基づいて形成された世論で

はなくても,情 報であるということがてきる。

ところで,世 論の芽が成長 して世論が形成

されても,世 論調査では捉えることのできな

い世論もある。ある問題に対 して意見を持 っ
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ている場合,100%賛 成とか,100%反 対とい

う意見の人はむ しろ少なく,七 分三分で賛成

とか,六 分四分で反対 というような意見の人

の方がむしろ多いからである。六分四分の意

見などというものは,そ の時の状況によって

かな り揺れ動 くであろうし,し たがって,マ

スコミの影響を受けやすいであろう。このよ

うな形で存在する世論を正確に捉えることの

できる世論調査 というものは残念ながらまだ

確立されていない。このように考えると,世

論調査では捉えることのできない世論 もある

ことになる。

それでは,こ のような世論調査で捉えるこ

とのできない世論を情報 と呼ぶことができる

のだろうか。現在行われている世論調査の方

法は必ずしも完成された方法ではない。もし

七分三分の賛成とか,六 分四分の反対という

意見を捉える手法が開発 されて,世 論調査の

方法が一段 と進歩すれば,現 在の世論調査で

は捉えることはできなくても,何 らかの形で

捉えることがでると思われる。 したがって,

世論として存在 しているものはすべて情報で

あると考えてよいであろう。

3-3社 会情報 としての世論

ここで,社 会情報という概念を用いて世論

を考えてみたい 「社会情報は,社 会的な事柄

をなんらかの形を通 して知ることである」(注

11)と考え られているが,同 時に,社 会情報

を他の情報 と区別する尺度は,「その情報が,

公共的性格 を持 っているか」 どうかにある

(注12)とされている。

このような観点から世論をみると,世 論の

対象となるものは,政 治的 ・国際的な大きな

問題から,生 活のごく限られた面の問題に至

るまで,極 めて多岐にわたっているが,す べ

て社会的な事柄の中に含めることができるも

のであるから,世 論は明らかに社会情報であ

るということができる。また,こ れまでに指

摘 したように,世 論の発生過程を考えても,

世論の芽が公共的性格 を持つようになった時

に世論 として成立すると考えることができる

ので,世 論は明らかに社会情報あると言わな

ければならない。

このように,世 論は一つの社会情報である

ということができるが,社 会情報と呼ばれる

ものの中にはさまざまな情報が含まれている。

そして,世 論形成など,人 びとの社会的な意

思決定にとっては,社 会情報が有意義な情報

になる(注13)とされているので,世 論は,一

つの社会情報であると同時に,さ まざまな社

会情報によって築 き上げられた成果としての

社会情報であるという面を持っている。つま

り,世 論は単なる社会情報ではな く,社 会情

報の蓄積によって生まれた社会情報の集合 と

いう性格を持っている。このような性格 を持

った社会情報であるからこそ,世 論は社会を

動かす機能を持った ものになっているという

ことがで きる。

3-4世 論の流れとデータベース

これまでは,世 論をある時点における状況

として捉えてきたが,世 論は,社 会的な諸条

件の変化よって,時 とともに変化 している。

したがって,世 論を一つの流れとして捉 える

ことがで きるが,世 論を流れとして捉えた場

合には,情 報としての役割や働 きはどのよう

になるのだろうか。

世論調査の結果に表れた国民世論をみると,

長期にわたって変化 しない部分と,時 代とと

もに目立って変化 している部分とがある。変

化 しない部分は基底的な意識に関連するもの

が多 く,目 立って変化する部分は,表 層的な

意見に関連するものが多い。基底的な意識は

国民性 と呼ばれているものに近い ものである。

世論は時代 とともに,社 会の移 り変わ りとと

もに変化するものであると考えたが,世 論の

中には,基 底的な意識のように変化 しない も

のも含まれている。基底的な意識の存在が,

それぞれの時点における社会的争点に関する

問題についての人びとの意見に影響を与えて

おり,そ の意味で情報 としての役割を果たし
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ていることになる。また,世 論が変化すれば,

それに応 じて社会の動 きに変化が生 じること

が しばしばある。この点でも,世 論は重要な

情報 としての役割を果た していることになる。

世論調査が長期にわたって行われ,そ の結

果が積み重ねられるようになったため,世 論

調査の結果に基づ く時系列分析が可能になっ

ている。世論調査が行われた時の人びとの考

え方や意見がその時点における貴重な情報 と

して存在 していることによ?て,こ のような

研究がで きるのであり,こ の意味で世論は重

要な情報である。また,継 続的な世論調査の

結果が人びとの考え方や意見の継続性や変化

を明らかにするデータとして認められるとそ

れはまた別の情報 としての価値 を持 ってくる。

データベースについては,さ まざまな領域

においてその価値が認められ,研 究面におい

ても,実 用面においても,そ の構築 と活用が

進んでいるが,世 論調査に関するデータベー

スについても,諸 外国ではすでに活用されて

いるところが少なくない。たとえば,最 も早

く設立されたアメリカのローバー世論調査研

究所を始め,ミ シガン大学の政治 ・社会問題

共同研究所,シ カゴ大学の全国世論調査研究

所,イ ギリスのエセ ックス大学社会科学研究

所,ド イッのケルン大学社会調査中央データ

センターなどでは,世 論調査に関する膨大な

データを収集管理 し,そ の活用に備えている。

しか し,残 念なことに日本においては,世

論調査に関するデータベースの実現が遅れて

いる。実現が遅れている理由はさまざまであ

るが,そ の実現に向けて,研 究が行われてい

ることは事実であ り,(注14)世論調査 に関す

るデータベースの価値 と必要性について疑い

を持つ者はいない。世論調査はそれが行われ

た時点における世論を記録する重要なデータ

であり,後 になってそれを得ようとしてもで

きるものではない。この点で世論調査データ

は歴史的文化財あるとも言われている。(注15)

世論調査に関す るデータベースについての

諸 外 国 にお け る状 況 や,日 本 に お い て もそ の

意 義 が認 め られ て研 究 され て い る状 況 か ら考

え る と,世 論 の情 報 と して の価 値 は社 会 的 に

確 立 され て い る もの とみ られ る。 そ れ は,学

術 研 究 の分 野 にお い て も,政 策 立 案 そ の他 の

実用 の面 にお い て も,情 報 と して利 用 で きる

こ とが 認 め られ た 結 果 で あ る 。 もち ろ ん実 際

に利 用 され るの は,世 論調 査 に よ っ て捉 え ら

れ た結 果 と して の 世 論 で あ るが,そ の 元 に な

って い る 世論 そ の もの に情 報 と して の価 値 が

あ るか らこ そ,こ の よ う な状 況 が 生 まれ て き

た と言 うこ とが で き る。

(注)

(注1)最 上勝也 「情報 とい うこ とば」 『放送研究

と調査』1988年1月 号 。

(注2)E.ノ エル ・ノイマ ン(池 田謙一 訳)『 沈

黙 の螺旋理 論』1988年:自 分の意見が大 多

数 の人 の意見 と同 じである場合 は,自 分 の

意見 を大声 で発 表す るが,自 分 の意見が大

多数 の人の意見 とは違 っている場合 は,自

分 の意 見 を発表 するの を控 えて しまう。 こ

れ は,大 多 数の人 たち とは違 った立 場 に立

た されて,自 分が孤立 して しまうこ とを回

避 したい とい う願望 があるか らであ る。

(注3)世 界 世 論 調 査 協 会(WorldAssociation

forPublicOinionResearch)の 「世 論 調査

に関す るセ ミナー」 『WAPOR・Newsletter』

April1989年 。

(注4)W.リ ップマ ン(掛 川 トミ子訳)『 世論

(下)』1987年,295ペ ージ。

(注5)『 世論(上)』106ペ ージ。

(注6)真 鍋一 史 『世論 とマス ・コ ミュニケー シ

ョン』1983年5-14ペ ージ。

(注7)『 世論(下)』166ペ ージ。

(注8)D.H.ウ ィーバ ー他(竹 下俊 郎訳)『 マ ス

コ ミが世論 を決め る』1688年 。4ペ ー

ジ。

(注9)『 マス コミが世論 を決める』213ペ ージ。

(注10)中 西尚道 厂世論調杢 の落 とし穴」 『知識』

28号,1982年,204-210ペ ージ参照。

(注11)日 比野省 三 ・加藤 晴明 『社 会情報学 のデ

ザイ ン』1988年,37ペ ージ。

(住12)同 書47ペ ージ。

({ユ3)同 書51ペ ージ 。

(注14)シ ンポ ジュ ウムの記録 厂世 論調査 デー タ

ベ ース をどう進めてゆ くか」 『日本世論調査
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協 会 報』62号,1989年,3-35ペ ー ジ。

(注15)池 内 一 「世 論 調 査 の 利 用 と デ ー タ保 存 」

『日本 世 論 調査 協 会 報』29号
,1976年
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